
第９回 長野県地域スポーツ・文化芸術活動推進連絡協議会
日 時：令和７年11月25日（火）9：30～11：30

会 場：長野県スポーツ会館

１ 開会

２ 教育次長挨拶

３ 報告事項
（１）令和７年度の取組の進捗状況について 保健厚生課
（２）信州地域クラブ活動指導者人材バンク要綱（案）について 保健厚生課
（３）文化芸術活動の地域展開に係る実態把握及び情報の共有について 学びの改革支援課
（４）中学校部活動の地域展開における課題と今後の取組（案）について 保健厚生課

４ 協議事項
（１）「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）について 保健厚生課
（２）地域クラブ活動の相談窓口（素案）について スポーツ振興課

５ 事例発表
（１）「まつチャレフェスタ！2025」について 松本市教育委員会
（２）・（３）地域の取組事例 ※紙面のみ 保健厚生課

６ その他・情報提供
（１）県中体連大会等の運営・組織のあり方について 長野県中学校体育連盟
（２）「中学校部活動の地域展開フォーラム」の開催について 保健厚生課
（３）（公財）スポーツ安全協会の助成事業について 保健厚生課

７ 閉会 1



「信州地域クラブ活動指導者リスト」管理運営業務の委託について
～地域クラブの指導者・協力者の拡充・マッチングの強化～

事業目的 子どもたちのニーズに応える持続可能な地域スポーツ・文化芸術活動を整備するためのインフラとして、地域指導者・協力者が不可欠であり、
地域指導者・協力者の募集並びに人材登録から、市町村と共有する人材バンクシステムを構築・活用を図る。

（１）現 状
○ 令和６年11月より、「信州地域クラブ指導者登録リスト」登録サイトを開設。２次元コードを記載したチラシを10万部作成し
周知活動を実施。

○ 学校及びスポーツ・文化芸術関係団体、大学、企業等に配布。
○ 令和７年９月22日現在、登録者数は429人となり、市町村とのマッチング事例は10名程度。
（２）課 題
○ グーグルフォームでの手作業による登録者の管理・集計は、煩雑で業務負担が大きい。
○ 市町村と登録者が双方向でアポイントができる人材バンクシステムの構築が必要。

現状と課題

改善策

プロポーザルの結果、アスフィール株式会社に業務委託することが決定。同社は、日本体育大学の一般社団法人「NITTAICLUB」と連携協定を結ぶ。人材マッチングシステ
ムの共同開発を通して、日本体育大学の卒業生の登録が期待される。

自治体

指導・協力希望者

Ṋ

Ṋ

人材バンク
のスキーム

氏名
プロフィール

競技種目／分野
地域…

求人情報
勤務内容
求める人材
条件など…

新着募集

競技種目／分野から探す

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

ḁHḥᴻḌ
ᶒᶍ ⱱ ᴴ טּ

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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ṥ Ṧ
ṕ10 Ṗ צּ לּ ṇ ṇ ︡
ṇ ṇ ︡ ︡ḭ

︣ ṕ ṇ ṇ Ṗ בֿ

長野体育学会との連携 ～信州地域クラブ活動指導者研修コンテンツの作成について～

ṥ Ṧ
Ẇ ḭ טּצּ
Ẇ ṡ Ṣ ṡ
Ṣ ︡ ףּ ḭ ḭ וֹ

ᶇ

ḁḥᴻḌ

ểḰ

(1)指導者の役割と責任

①スポーツ指導者の定義、役割、社会貢献

②指導における倫理綱領、行動規範

③インテグリティの重要性

(八百長、ドーピング防止など)

(2)発達段階と心理大木雄太（信州大学）

①年齢に応じた身体的・精神的発達段階の理解

②スポーツにおけるモチベーション理論

③子どもの育成における心理的サポート

④選手との信頼関係構築

(3)コミュニケーションスキル中島弘毅（松本大学）

①選手との効果的なコミュニケーション

(アクティブリスニング、フィードバックの方法)

②保護者、他指導者、関係機関との連携

③衝突解決、困難な状況への対応

(4)スポーツと人権新井喜代加（松本大学）

①ハラスメント(パワハラ、セクハラなど)の防止と対応

②差別(性別、障がい、人種など)の禁止

③多様性の尊重(インクルーシブスポーツ)

ỄḰ

(1)運動生理学とトレーニング理論速水達也（信州大学）

①身体の仕組みと運動反応の基礎

②体力要素(筋力、持久力、スピードなど)と評価方法

③トレーニング原則(過負荷、特異性、漸進性など)

④コンディショニングとピーキング

(2)スポーツ栄養学

①アスリートの栄養摂取の基本

(三大栄養素、ビタミン、ミネラル)

②試合期、練習期の栄養戦略

③水分補給の重要性

④サプリメントの適切な利用と注意点

(3)スポーツ心理学高山智史（長野大学）

①メンタルトレーニングの基礎

(目標設定、イメージトレーニング、リラクセーション)

②プレッシャーへの対処、集中力の向上

③競技不安の克服

④チームビルディングとリーダーシップ

(4)スポーツバイオメカニクス吉田陽平（松本大学）

①運動動作の分析と効率化

②正しいフォームの習得と指導

③動作改善のためのドリル作成

(5)スポーツ医学と応急処置：その１杉本穂高（長野保健医療大学）

①スポーツ障害・外傷の種類と予防

②メディカルチェックの重要性、医療機関との連携

(６)スポーツ医学と応急処置：その２廣野準一（信州大学）

①RICE処置などの応急処置の基本

②熱中症、脳震盪などの緊急事態への対応

ễḰ

(1)チーム運営とマネジメント紅楳英信（茅野スポーツリンク＆イノベーション合同会社）

①チームビジョン・目標の共有

②役割分担、組織体制の構築、チーム規律とルール設定

③危機管理とリスクマネジメント

(2)法務・コンプライアンス吉田勝光（桐蔭横浜大学名誉教授）

①スポーツに関連する法律(PL法、個人情報保護法など)

②著作権、肖像権の理解

③安全配慮義務

④コンプライアンス意識の醸成

(3)キャリア形成とセカンドキャリア支援

①選手のデュアルキャリア支援(学業・仕事との両立)

②引退後のキャリア支援

③指導者自身のキャリアアップ、継続学習

長野体育学会と連携し「信州地域クラブ活動指導者研修コンテンツ」を作成

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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地域クラブ活動指導者に求められる資質・能力及び研修メニュー例（イメージ案）への対応
～「信州地域クラブ活動指導者研修コンテンツ」との整合性～

項目
地域クラブ活動指導者に求められる

資質・能力例
研修メニュー例 研修用コンテンツ作成担当（予定）

①総論・制度 部活動の地域展開・地域区た部活動に関す
る基本的な考え方や仕組みを理解している。

部活動の地域展開の理念や地域クラブ活動の在り方（認定地域クラブ活
動の活動方針等を含む）

県教育委員会保健厚生課
（認定地域クラブ活動）

②基本姿勢・
服務規律

指導者としての倫理観・責任感等を有し、参
加生徒の人権を尊重しながら、公正に指導
行うことができる。

生徒の人格を傷つける暴言・暴力・ハラスメント（性暴力等を含む）の防止

新井 喜代加 教授（松本大学）生徒や保護者等の信頼を損なうような行為の禁止

生徒同士による暴言・暴力・いじめ等の防止（性暴力等を含む）

③生徒への指
導

生徒の発達段階や多様な実情等に配慮した
上で、生徒と十分にコミュニケーションを図りな
がら、適切な指導を行うことができる。

中学校段階の生徒の特徴や配慮事項等 大木 雄太 助教授（信州大学）

生徒の発達段階に応じた科学的な指導
（適切な休養、効率的・効果的なトレーニングの実施等） 速水 達也 准教授（信州大学）

生徒とコミュニケーションを十分に図ったうえでの指導 中島 弘毅 教授（松本大学）
高山 智史 准教授（長野大学）

女子生徒の健康課題や障がいのある生徒等への配慮 友川 幸 准教授（信州大学）
加藤 綾乃 講師（信州大学）

④安全管理・
事故対応等

生徒が安全・安心な環境の下で活動ができる
ようにするとともに、事故等が発生した場合の
現場対応を適切に行うことができる。

生徒に対する安全・障害予防に関する知識・技能の指導 杉本 穂高 助教授（長野保健医療大学）
吉田 陽平 専任講師（松本大学）

事故防止（施設・設備・用具の点検や活動時における安全対策等） 紅楳 英信 氏（茅野ｽﾎﾟｰﾂﾘﾝｸ＆ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ合同会社）

吉田 勝光 名誉教授（桐蔭横浜大学）

事故が発生した際の現場対応（応急手当、関係機関への連絡等） 杉本 穂高 助教授（長野保健医療大学）
廣野 準一 教授（信州大学）

⑤保護者や学
校との連携

保護者と円滑にコミュニケーションを図るととも
に、参加生徒が在籍する中学校等と連携を
適切に行うことができる。

保護者との連絡調整等 県教育委員会保健厚生課
（認定地域クラブ活動）
（当該市町村（組合立）教育委員会・中学校）

生徒が在籍する中学校等との連携

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況 ḁḥᴻḌ
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本県の部活動の地域展開を推進するに当たり、 （国や県、他都道府県の動向）や
を提供するポータルサイトを新たに構築し、市町村、地域クラブ、クラブ指導者の取組を支援する

ể

○ 信州地域クラブ指導者人材バンク並びに信州地域クラブ活動指導者必携デジタルハンドブックと連携
○ 本県の部活動地域展開を巡る様々な取組や情報の一元化を図ることで・・・

生徒、保護者、地域住民を含めた県民の理解・協力が深まる
地域展開に取り組む市町村・地域クラブ運営者・指導者等にとって参考となる情報が得られやすくなる
信州地域クラブ活動サポーター制度の周知強化により、民間企業等の支援が得やすくなる

ễ

ᴴḁ ḥ ᴻ Ḍ
ᶒ ᶍ ⱱ ᴴ טּ

信州地域クラブポータルサイト

Web ≠
½Ḵḻḇḳ᷊ᴻḘᴻ╔≠╢

½↨

地域指導者必携ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ配信

競技別専門指導研修システム配信

ICTを活用した遠隔指導信TOPページ 指導者研修出前講座申込み

Ễ

アスレティックトレーナー巡回事業申込

指導者ライセンス補助申請窓口

地域クラブ活動相談窓口╓ ᴴ טּ

ᶷᴻ᷀ᶹḞ

県中体連・県吹奏楽連盟大会等情報

ᶍ ḃḻḇᴻ

信州地域クラブポータルサイトの設営について ḁHḥᴻḌ
ᶒᶍ ⱱ ᴴ טּ

令和７年１２月にオープン（予定）

部活動地域展開を加速化

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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ＩＣＴを活用した地域クラブ活動（オンラインクラブ活動トライアル事業）

וֹףּ צּ ךּ ḭỔỎở ︡ ︣ ḭךּ

￼ḭ צּ ṇ ḱ קּ Ḯלּ

１ 目 的

Ẇ

Ẇ

Ẇ

ẆỔỎở

Ẇ

ḁḥᴻḌ

２ 事業内容

ṕ Ị Ṗ

Ẇ ṇ
Ẇ
ḱ ṇ
ḱ
ḱ
ḱ
ḱ
Ẇ ︣

Ẇ אל ︡

ḱ

ḱ ḭ ḭ ṇ

ḱ

Ẇ

Ẇ ḱ

ḱ ︢

ḱ

Ẇ שּ

ḱ ỔỎở

３ 現在の状況 令和７年１0月28日小布施町の陸上競技によりスタート

ḵ
ỔỎở

Ṍ HIPHOP
簡単なステップを習得していくので、
初心者でも楽しめます！

Ḳ
MHS

プロダクションに所属し、雑誌・CM・ドラマに出演・ダンスコンテストにてタイトル
獲得／指導者として、２００８年～２０２５年の１８年間に渡り、数々
のキッズダンスコンテストであるスーパーキッズダンスコンテストを初め・SOUｌ８
・ＤＯＭＹＢＥＳＴ・負けへんで・ドラドラ・その他多数のダンスコンテストにて
全国大会優勝を初め、多数のタイトル獲得を支援。

中澤小百合先生より：
普段より沢山の子供達へ指導をしておりますがダンス技術の向上だけでなく、

ḵと愛を持
って指導をしております♡

ṕ Ṗ

御代田町 バスケットボール 信州ﾌﾞﾚｲﾌﾞｳｫｰﾘｱｰｽﾞ指導者 11月 ６日～（計 ６回）

小布施町 陸上競技 東京学芸大学陸上部指導者 10月28日～（計 ３回）

松本市 ダンス MHSﾋｯﾌﾟﾎｯﾌﾟﾀﾞﾝｽｽｸｰﾙ指導者 11月10日～（計 ８回）

長野市 バドミントン （株）アーシャルデザイン指導者 11月 ８日～（計10回）

飯綱町 バドミントン NTT東日本バドミントン部指導者 11月23日～（計12回）

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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県総括コーディネーター等による市町村訪問支援・個別支援

נּ ḭ ḭ ךּףּ צּ אל לּ ṇ ṇ ṇ Ễ
︡ Ḯלּ
ḭ ể ︡ḭ קּ ḭ
Ḯלּ

ⱱᴴ ⱱᶍ

ƃƤ¢

ӡ 4 16 È É

Ӣ 4 18 È É

ӣ 4 22 ÈאלÉ

Ӥ 4 23 È É

ӥ 4 28 È É

Ӧ 4 30 È É

ӧ 5 2 È É

Ө 5 8 È É

ө 5 19 È É

Ӫ 5 21 È É ȷ

ӫ 5 28 È É ↨

Ӭ 5 29 È É

ӭ 6 6 È É ¤

Ӯӯ 6 11 È É ½

Ӱӱ 6 12 È É ½

Ӳӳ 6 17 ÈאלÉ ½ ░

Ӵ̻ 6 19 È É ½ ¤

̼ 6 20 È É

̽ 6 23 È É

̾ 6 24 ÈאלÉ זּ

̿̀ 6 25 È É שּ ½

́͂ 6 27 È É ║ ½

ỉ ị 24
37 ḭ48ṕ 51Ṗ

ƃƤ¢

̓̈́ 7 9 È É ½

ͅ 7 11 È É

͆ 7 14 È É

͇͈ 7 16 È É זּ ½

͉ 7 17 È É

͊ 7 22 ÈאלÉ

͋ 7 23 È É

͍͌ 7 24 È É ½

͎͏ 8 21 È É ½

͐͑ 9 2 ÈאלÉ ₰ ½₰

͒ 9 5 È É

͓ 9 10 È É √

͔ 9 11 È É ɟ

͕͖ 9 16 ÈאלÉ ½

͗ 9 18 È É

ḁHḥᴻḌ
ᶒᶍ ⱱ ᴴ טּ

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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市町村、スポーツ・文化芸術関係団体、教育団体等への情報提供実績

Ẍ 5 22 ṕ Ṗ
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Ẍ 10 2 ṕ Ṗ ṕ Ṗ
Ẍ 10 15 ṕ Ṗ
Ẍ 10 17 ṕ Ṗ
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Ẍ 4 24 ṕ Ṗ ṇ
Ẍ 5 14 ṕ Ṗ ṇ
Ẍ 5 23 ṕ Ṗ ṇ ể
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Ẍ 7 11 ṕ Ṗ
Ẍ 7 25 ṕ Ṗ ṇ
Ẍ 8 7 ṕ Ṗ ṇ ṕ Ṗ
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Ẍ 8 27 ṕ Ṗ ṇ
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Ẍ 8 29 ṕ Ṗ
Ẍ 9 3 ṕ Ṗ ṇ 2 ḱ 3

ẌỊ 26 ṕ Ṗ וֹףּ

Ẍ10 18 ṕ ṖớởỌ צּ ể
ỉ ṡ Ṣ

Ẍ10 30 ṕ Ṗ
 ṡ Ṣ

ḁHḥᴻḌ
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報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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地域クラブ指導者養成リーダー出前講座事業

ṕ10 Ṗ צּ לּ ṇ ṇ ︡ ṇ ṇ ︡ ︡ḭ ṇ
ḱ וֹףּ ḱ ︣

ḲᴻḈᴻ

① 指導者の質の向上 ② 安全管理の徹底 ③ 一貫した指導方針の共有 ④ 指導者のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ向上 ⑤ 地域連携の強化

צּ
כֿ ḭ ︡

ךּ צּ אל ḭ ṇ
צּ

כֿ ḭ
︡

︣ כֿ ḭ
צּ אל
ḭ

טּ

צּ
אל ḭ ṇ
צּ ︡ḭ

צּ

אל ︠ ṕ ḭ
ḭ Ṗ ḱ
ḭ

צּ אל ḭ

ƃƤ¢

ӡ Ū 19 È É ȘɒȿÈ É  

Ӣ Ū 30 È É Șɒȿ

ӣ Ŭ Ů È É ╓ȢɆºȭȘɒȿ

Ӥ Ŭ 23 È É ╓Șɒȿ

ӥ ŭ ŭ È É ȢɆºȭטּ È ╓┌ É ≠╢

Ӧ ŭ 25 È É

ӧ Ů 22 È É

Ө 10 24 È É ╔≠╢ ║ ╗

ʾ ӽϼжУχ◙ ρΰοχיּ  ΠτνΜοʺ◙ τϜיּ ῐּיτϜ
ΤϤϞβΨ ΜθιΦʺ›ḧτϿ˔ЭἹ꜠χϽи˔Фм˔ϼϜΚ
Ϥʺ╥ᴥּיΥᶚΰΨ Φγτᾆ Ϭ ΪϥάρΥπΦοΜθρ◘ΜϘ
ΰθʻ

ʾˮ οϥάρʺ ϤσΜάρσςʺ ˑ―ΠήδϣϦϘΰθʻ˯
ʾ₈ῇχ◙ τ ΤήδοΜΦθΜʻ ῐּיρ◙ Υיּ α„ Ϭ Ϊ
ϣϦθχψροϜΜΜάριρ◘ΜϘΰθʻ

ʾ„◖Τϣ ΠϣϦθᴿ τ ΰʺ τϢμοיּ„ ˑσ Π
ΥΚϥάρΥ ΤϤʺЎ˔ЭРиДϰрϽϞʺ ︣ˢ◓ς
ϜˣτГϰ˔ЎрϽʾЀ˔ЎрϽϬβϥ∑ʺ◙ ḧπχיּ ꜡
χ╗Ϥ›ϩδΥΜΤτ πΚϥΤṓ ΦΥΚμθʻ
ʾ◙ ρΰοˮᶘόיּ Ϊϥ˯άρχ ήϬάχ„ṰϬ ΰο
ᶘϐάρΥπΦθʻ ᾕτΣ Μχ  πϜΚϤʺ╥ᴥּי
χ9ᶤӟ Υ„◖ρ Ϥ›Μπʺ ṓ ˑρΰθ Μᾆ ρ
σμθʻ
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324 7֩5. 6ð֪ 105 2֩4 .4ð֪

10 20 30 40 50 60 70

0(0.0% ֪ 52(12.1%) 75(17.5%) 133(31.0%) 85 1֩9.8 ð֪ 62 ֩4.5 ð֪ 22 5֩.1 ð֪

√ √

122

(16.5%)

98

(13.2%)

69

(9.3%)

80

(10.8%)

24

(3.2%)

113

1֩5.3 ð֪

37

5֩.0 ð֪

74

1֩0.0 ð֪

78

1֩0.6 ð֪

45

6֩.1 ð֪

ᶎ

207 (48.3%) 70 (16.3%) 152 (35.4%)

ᵡᶩ ᶉᵶ

206 (48.0 ð) 223 (52.0 ð)

① 指導者・協力者数と性別

ṕ ỉ ị 22 Ṗ

② 指導者・協力者数の年代

③ 指導・協力可能地域【10広域】（複数回答可、延べ回答数740件）

④ 指導者・協力者の別

⑤ 指導者資格の有無（教員免許や経験ありは除く）

אל

208 4֩8.5 ð֪ 210 4֩8.9 ð֪ 219 5֩1.0 ð֪ 210 4֩8.9 ð֪ 222 5֩1.7 ð֪ 358 8֩3.4 ð֪ 324 7֩5.5 ð֪

⑥ 指導・協力可能な曜日（複数回答可、のべ回答数1,751件） ※割合は、指導可能曜日／登録者数

ḁHḥᴻḌ
ᶒᶍ ⱱ ᴴ טּ

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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ᶘ  ᶨ τσΤμθ σІЪ˔Бʾ ᴟ
Ὓ ᶨ χ ᾓṐᵓχᴦ Ϭ♪ τ˂

⑦ 指導・協力できる活動（複数回答可）

1 ᴴḦᴻḉḻ᷅ 41
2 17
3 ֩ ᴲᶹḱḁḐᴲ ᴲᶷᴻḐḃḱḜᴻ ֪11
4 ᴴḢḻ 9
5 7
6 ḟḵ᷅ḱḧḻ᷅ᴲḙḅ᷈ḻᴲ ᴲ 7
7 ♣ ᴴ♣ 6
8 Ḉḻḁ 5
9 וּ ᴴḑḱḨᴴḙᴻ᷀ḋ᷿ḯḻ 4

10 ᴴ ᴴ 4
11 ᶻ᷄ḴḴᴴḝḱḈḻḁ 4
12 4
13 ⱳ 4
14 קּ ᴴשּ ᴴḅᴻᶹḻ᷅ 3
15 ᴴ∫ 3
16 שּ 3
17 ᴴ ᶞ ᵪᵺ 2
18 ᴴ ᵰ 2
19 1
20 ֩ᶷḒᶻḻḁᴲ ֪ 1
21 ᴴ 1
22 ╔ᴴ ᴴ ᶠ 1
23 ᷀ḱᴻ᷈ᴻḏᶸḕᴻḐ 1
24 ᷄ḱ᷿ḋ᷄ḘḴᴻ 1
25 1
26 ᴴ│ טּ 1
27 ᶷḻ᷊ḻḞḳ 1
28 ḗᴻḪḓ᷀ 1
29 1
30 1
31 ᷅ḱḝᶸḋ᷄ḏ᷾ᶹḒᴻ 1

ᶍᶘד׆׃ ᶍ ᴲ

ḁḥᴻḌ
1 ֩ ᴴ ֪ 49
2 ḘḴᴻḤᴻḳ 43
3 ᷊ḋ᷀ᴻ֩ḝḋḐ᷊ḳ ᶟ֪ 36
4 ḅḝḐḎḓḁ 34
5 ֩ ᴲ ᴲ ֪ 32
6 Ḙḁ᷆ḋḐḤᴻḳ 31
7 14
8 Ḱ᷁ᴴḁḐḴḋḉᴴḜḱḎᶸḁ 13
9 12

10 ḘḑḧḻḐḻ 10
11 10
12 ḱ᷅ḛᴻ 6
13 Ḏḓḁ 6
14 ḅḝḐḤᴻḳ 6
15 5
16 ♃ 5
17 ֩ ᴲḐḱḋ᷄ᴲḵᴻḑᴲ᷿ḻ᷄ḵ᷄ḵḁ ֪4
18 ᴴḁḥᴻḌ᷄ḱᶹḧḻ᷅ 4
19 ḁ᷂ᴻ 4
20 ḝᶸḀ᷀ḳḐḴᴻḓḻ᷅ 4
21 4
22 ḑḋḊḤᴻḳ 2
23 2
24 2
25 ḗḻḑḤᴻḳ 2
26 ֩ ᴲ ֪ 2
27 ḃᴻḲḻ᷅ 2
28 Ḥ᷿᷄ḻ᷅ᴲḤ᷊᷊᷄ᶹḂḝᶸḋḐḕḁḤ᷿᷄ḻ 2᷅
29 Ḥḋḉḫ 2
30 Ḫḳḋ᷄ 2
31 ᶷᴻḉᶼḲᴻ 2
32 ◖ ᶒ 2
33 ḛᴻḉḘḴᴻḤᴻḳ 1
34 ᶻᶼᶹḐḲḝḎᶸḻ᷅ 1
35 ḁḥᴻḌḉḫḻḘḱ 1
36 ḁḜᴻḑḁ᷆ᴻḐ 1
37 ᶷḩḲ᷀ḻḝḋḐḤᴻḳ 1
38 ᷀Ḭḋ᷄ 1
39 ᷉ḳḝ 1
40 ḁḖᴻḤᴻḑ 1
41 Ḏ᷈ḻḑᴻ 1
42 ḙḳ᷄ᴻḳ 1
43 ḁ᷀ᶹḳḐḴᶹḳ 1

ׅ׆ ᶍᶘ ᶍ ᴲ 11



地域クラブ活動競技種目別指導力向上研修 ～第１回サッカー指導者実技研修会～

︢ צּ ḭ
בֿ

Ẇ צּ ḭ ṡ ṇ ṇ Ṣ
︣ ḭ ︣ ︡ ךּ Ḯ

Ẇ ︣ ḭשּ ︣
צּ ︡ ךּ Ḯ

Ễ

ỉ ị
ỌỎ

ễ

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況 ḁḥᴻḌ
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ṕ Ṗ ṕ Ṗ

ể Ḳ「未来へつなぐ！地域と創る新しいスポーツ・文化芸術活動のカタチ」

Ễ
中学校の部活動が、持続可能で生徒の多様なニーズに応じた活動となるよう、地域と学校が連携して創る地域クラブ活動の理念と、未来への希望を象徴し、生徒、保護者をはじめとした関係
者への理解促進や地域社会への普及啓発を目的としてポスターとシンボルマークの図案を募集する。

ễ Ḳ県内在住、在学、在勤者

ệ
○ 応募用紙と作品の電子データ（PDF、JPEG、PNG形式を推奨）を下記メールアドレス宛に送信してください。(郵送等での応募を希望される場合は、別途ご相談ください。)
○ 応募点数は、１人（１グループ）につき3点まで応募可能。（応募用紙は１作品に１枚）

○ 応募者自身が制作した未発表のオリジナル作品に限ります。
○ 応募期間 令和７年11月●日（●）～ 令和８年１月30日（金）必着

Ỉ
○ 選考方法：長野県教育委員会において厳正な審査を行います。
○ 各賞：最優秀賞（採用作品）（1点）：賞状、副賞（賞金 ¥10 ,000） 優 秀 賞（数点）：賞状、記念品（信州地域クラブ活動応援サポーター小旗）

○ 発表：令和８年３月10日（火）長野県教育委員会定例会の後、県ＨＰにて発表するとともに、入賞者に直接通知します。

ỉ
著作権（著作権法第27条及び第28条に定める権利を含む）、商標権、二次利用権、使用権など、一切の権利は主催者に無償で帰属します。採用作品は、使用目的に応じてデザインへ
の修正・改変を行う場合があります。応募作品は、返却いたしません。

Ị Ḳ長野県教育委員会ホームページよりダウンロードしてください。 https : //www .pref .nagano .lg.jp/kyoiku/hokenko/chiikiikou .html

ṕỄṖ ṕ Ṗ
① 募集内容：地域展開のキーワード「連携」「多様性」「地域」「学校」「持続可能」などを視覚的に表現

し、以下のイメージを感じさせるデザイン
○ 地域と学校が手を取り合う姿
○ スポーツや文化芸術活動の楽しさ
○ 生徒の成長と活発な活動
② 作品規格
○ サイズ：A4サイズ（縦横自由）
○ 画材・技法：原則としてデジタル、PCソフト、タブレット等（A４で印刷可能な解像度）
○ 表現・デザイン
・カラーを基本に、拡大・縮小やモノクロでの使用にも適した汎用性の高いデザイン
・シンボルマークとロゴマーク（文字）の組合せを基本とする。
・シンボルマーク単体での使用も想定。

Ệ

ṕểṖ

① 募集内容：地域展開の意義や以下のイメージを表現したポスター
○ 生徒にとってのメリット（多様な活動の選択肢、専門的な指導など）
○ 地域社会との連携（地域住民との交流、学校と地域の連携など）
○ 新たな地域クラブ活動のイメージ（学校単位を超えた活動など）
② 作品規格
○ サイズ：縦A３サイズ（縦使い）
○ 画材・技法（手描き、デジタルいずれも可）
・手描き：水彩、油彩、色鉛筆、マーカーなど自由
・デジタル：PCソフト、タブレット等（A３で印刷可能な解像度）
○ 表現：キャッチコピー、イラスト、写真、デザイン等、自由な発想で表現

Shinshu-Local-Club

（例）

ロゴマーク

シンボルマーク

令和８年度県ガイドライン改訂（予定）の周知啓発活動の一環として

ḁHḥᴻḌ
ᶒᶍ ⱱ ᴴ טּ

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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産官学連携フォーラムのマッチングフェアにおけるブース出展と発表について

マッチングフェアにブースを出展した自治体や企業・団体等は、プレゼン発表の機会がありました。
本県は、令和８年度末を目途とする休日の部活動の地域への完全展開を目指した施策の
ロードマップを示すとともに、「 ṇ ṇ Ṣ
ṕ Ṗ ︡ ︡ Ḯ ḭ
צּ ṇ ︡ḭ ךּ צּ רּ ︡ Ḯ ḭ
ṕ Ṗ צּ אל ךּ ︣Ḯ

スポーツ庁からマッチングフェアに依頼されブースを出展した自治体
は本県と富山県でした。
ブースには本県とその市町村の取組状況について情報提供と求
める自治体が溢れんばかりの大盛況となりました。

報告事項（１）
令和７年度の取組の進捗状況
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報告事項（２）
新「信州地域クラブ活動指導者人材バンク要綱」（案）について ～ 暴力団排除の強化～

Ẇ ḭṡ Ṣ וֹ ךּ ḭ暴力団や性犯罪歴のある人物等の不適格な者が、
指導者・協力者として登録する可能性を危惧する声ּטּצ Ḯ

Ẇ ךּ ḭ פּ ḭ氏名、生年月日、住所等の情報から暴力団員か否かの照合可能 לּךּ ךּ ךּ Ḯ
Ẇ ḭצּ לּ ︡ ךּ כֿ פּ ḭ ḭ

ךּ ךּ כֿ ḭ暴力団を排除するスキームをもった人材バンクは皆無であり、長野県で実践事例を示してほしい טּצּ Ḯ
Ẇ ḭ ḭ暴力団排除をより強固にするため、現要綱を見直し新たに標記

要綱を制定︣ Ḯ
【参考】全国と本県における暴力団勢力図（「暴力団の現状と対策（令和７年度版）」 長野県警察本部組織犯罪対策課より）

１ 経 緯

Ẇṡ ︣ Ṣṕֿכ Ṗ
ḭ子どもと接する仕事に就く人の性犯罪歴を公的機関が確認する制度「日本版DBS」קּ ḭ טּ צּ

︣ כֿ תּ ḭ2026年度中の施行が予定Ḯ
Ẇ ṕ ḱ Ṗ וֹ ṕ ḭ ṇ Ṗ כḭֿצּ
 ︢ ︣ ︣ טּ ḭ地域クラブ活動については、指導者・協力者を雇用する市町村を含む運営団体や
「認定地域クラブ活動」を含めた各種実施主体が対象となることが想定אל Ḯ

ỏọỞ

ỏọỞ

ḁHḥᴻḌ
ᶒᶍ ⱱ ᴴ טּ
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２ 新要綱の具体的事項
新「信州地域クラブ活動指導者人材バンク」要綱（案）
ẑ ṡ Ṣ ḱ

ṕ Ṗ
ể כֿ ḭ וֹףּ ḭוֹ ḱ ḱ

ṕ ṡ Ṣ ḮṖלּךּ ︢ ︣ כֿ ︡ ︣ ṡ Ṣ
ṕ ṡ Ṣ ḮṖלּךּ ︡ ︣ Ḯ

ṕ Ṗ
Ễ כֿ ךּףּ ḭ ︡ ṡ ḱ Ṣ Ḯלּךּ

ṕ Ṗ
ễ ḱ ḭ ṇ ḭ ḱ צּ ḭ

︣ ︣ Ḯ
(1) ︣ Ệ ể טּ 18  כֿ
כֿ (2) ḱ ךּףּ ḭ ḭ ḭ ︡ ךּ טּ כֿ
(3)  16  ẑể ị  ẑỄ ︡ כֿךּ
(4) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第６号に規定する暴力団員又は同号に規定する暴力団員で
なくなった日から５年を経過しない者

ṕ Ṗ
Ệ ṕ Ṗ
ểṌỊ
ị ḭ ḱ ︡ צּ אל ḭ ḱ כֿ︣
צּ קּ Ḯ

ệ ṕ Ṗḭ Ỉ ṕ Ṗ ṕ Ṗ

（登録に関する調査等）
第７条 長野県教育委員会は、第３条の（４）の規定に該当する事由の有無について、長野県警察に調査するものとする。
２ 教育長は、この要綱の規程に基づく事務に関し、関係市町村その他関係行政機関に対し、照会し、又は協力を求めることができる。

ỉ ṕ Ṗ Ị
Ị ṕ Ṗ ị

この要綱は、令和７年（2025年）12月●●日から施行する。

16



ṕ Ṗ

３ 運用スキーム

ṕ Ṗ

צּ ṇ ṡ Ṣ Ḯ
ṇ ḭ ḭ ḱ Ḯלּ

ḱ ṇ Ḯ
ḭ ḱ ḱ Ḯ

ṇ Ḯ
ḭ ḱ Ḯ
ḭ Ḯ

ḭ פּ Ḯ
ḭ Ḯ

ḭ Ḯ
ḭ ḱ Ḯ

ṕ Ṗ 17



４ 長野県教育委員会教育長と長野県警察本部刑事部長の協定の締結

信州地域クラブ活動指導者人材バンク要綱に係る運用協定書（案）

ṕ ṡ Ṣ ḮṖלּךּ ṕ ṡ Ṣ ḮṖלּךּ ḭ ṕ ṡ Ṣ ךּ
ḮṖלּ ỉ ṕ ︣ Ṗ ︡ ḭ ︣ ḭ ףּ ︣ Ḯ

ṕ Ṗ
ể כֿ ḭ ︡ ︣ Ḯ

ṕ Ṗ
Ễ ỉ ể שּ ︣ ḭ ︣ ṕ ṡ Ṣ ךּ
פḮṖּלּ ︣ ṕ ṡ Ṣ ḮṖלּךּ ︡ ḭ ể לּ ︣ Ḯ ḭףּ לּ ḭ

︣ ṇ ︡ ︡ כֿלּ צּ קּ Ḯ

Ễ ︣ ḭ פּ Ễ פּ לּ ︣ Ḯ
ḭףּ ︡ ḭ צּ ḭ ︡ḭ כֿ צּ קּ
︣ Ḯ

ṕ Ṗ
ễ ḭ צּ ễ Ệ ︣ טּצּ ︡ קּ ḭ ︡ḭ Ễ ︣
כֿ צּ קּ ︣ Ḯ

ṕ Ṗ
Ệ ḭ ךּ ︣ ḭ כֿ︣ ︣ Ḯ

Ễ ḭ ︡שּ ḭ אל ︡ Ḯךּ

ṕ Ṗ
ệ ḭ פּ ︣ ḭ כֿ ︣ Ḯ

ṕ Ṗ
Ỉ כֿ ךּ כֿ צּ ︢ קּ ḭ ︣ ︣ Ḯ

כֿ ḭ ỉ 12 ẇ פּ ︣ Ḯ
ףּ ḭ ︣ ḭֿכ Ễ ︡ḭ צּ ể ︣ Ḯ

ỉ 12 ẇ

18



֩ ֪

֩ ֪

֩ ╠ ֪

╓᷄ḱḞ Ḙḻ᷄ ᶊᶧᶪ≥ ᶊᶃᵣᶅ֩ ∟ ֪

╓᷄ḱḞ Ḙḻ᷄ ᵆזּ∙֩ ᵇᶇᵣᵥᴳ֪ ᶍ
ᶊᶧᶩᴲ ╗ ᶊ ᶍ≥ ᵫᴲ ᶊ ᵸ
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文化芸術活動の地域展開に係る実態把握及び情報の共有について

Ḳ ḭ ︡ ḭ
צּ ךּ ︣ ︣ Ḯ

Ḳ ỉ Ị 26 ṕ Ṗ
Ḳ וֹףּ טּ ︣
ṕểṖ ṕ Ṗ
ṕỄṖ ḱ

ḱ
ḱ

ṕễṖ
ṕ Ṗ
ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

Ḳ81 ṕ ṇ ṇ ṇ44 ḭ 22 ḭ 15 Ṗ

１．中学校における文化芸術活動の地域展開の現状に係るアンケートの実施

２．中学校における文化芸術活動の地域展開に係るオンライン情報交換会の開催

Ṇ94Ṿ ṡצּ Ṣ ︡ Ḯ
צּ ︣ Ḯ

Ṇ ḭ ḭ קּ קּ ︡ שּךּ קּ
ךּ ḭ ︡ ︢ כֿשּךּ צּ ךּ Ḯ

Ṇ ךּ ḭ פּ צּ
ךּ Ḯ

（１）情報の共有及び提供
ḱ ︣ ︡ḭ ḭ ︢ לּ
ḱ ︡ḭ וֹ ︡כֿ
ḱ ךּ ḭ פּ לּ ︣
ẓ ḭ ךּ ḭקּ Ễ ṕRỊ.ể Ṗ

（２）教育事務所指導主事及び総括コーディネーターによる伴走支援
ḱ ḭךּ ṇ ṇ ṇ ︡ḭ ︡ שּךּ

（３）オンラインによる文化部活動の研究
・ ḭ שּ

ḱ צּ Ḯ
ḱ ךּ ḭ ḭ צּ קּ Ḯ
ḱ ךּףּ ḭ ḱ ḱ

ךּ אלצּ Ḯ
ḱ לּ ḭ נּ ḭ וֹ

ṇ ḭ צּ ︢ Ḯ
ḱ ḱ ︣ ךּ ︡ Ḯךּ

Ḳ ︣ ḭ ḭ
וֹףּ ḭ ︡ḭ ︡ Ḯשּךּ

Ḳ ḱ
Ḳ ỉ ỉ 25 ṌỊ Ị
Ḳ67 ẑ צּ Ệךּ שּ 172

Ṇṡ Ṣṡ Ṣṡ Ṣ
ṡ וֹ Ṣ ḭ ︣ טּצּ ḭ צּ

ḱ ︣ צּ ךּ Ḯ
Ṇ ︡ ḭṡ וֹ Ṣ
ṡ ︣ Ṣ ḭ ḱ ḱ ךּ

ḭ שּ כֿ צּ אל Ḯ

ṇ פּ

３．今後の方向性

報告事項（３）
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中学校部活動の地域展開における課題と今後の取組（案）
～地域において持続可能で質の高いスポーツ・文化芸術活動の実現に向けて～

Ẇ צּ Ḯ
ḱ ךּףּ ḭ ṇ ︢ צּ
Ẇ צּ
ḱ 6 ṕ ḭ Ṗ

１ 部活動地域展開の背景

2 本県における部活動地域展開の目的

保健厚生課・スポーツ振興課

学びの改革支援課・文化振興課

Ẇ ︡ ḭ ḱ ḭ ︣ Ḯ
Ẇ צּ ︣ ỉ ḭ ︡ ḭ

︢ḭ Ị ︣Ḯ
Ẇ קּ כֿ פּ ḭ ךּ︡ ︡ ḭ ︣

ḱ ︣ Ḯ

3 本県における部活動地域展開の方針

ḱ ︡ ḭךּ

︡ ṇ ḱ

︡ ḭ
ṇ

︢

︡
ךּ ṇ ḱ

︡ḭ
︢ ︡

¬ ḭ
º

中体連大会における合同チームの推移
צּ ︡ḭ

טּ צּ

報告事項（４）
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中学校部活動の地域展開における課題と今後の取組（案）
～地域において持続可能で質の高いスポーツ・文化芸術活動の実現に向けて～

４ 地域展開の諸課題とその対応

① 指導者の量が不足

ṕểṖ

Ẇ
ṕR6.11Ṗ

ḱ
ḱ צּ

ṕR7.12Ṗ
Ẇ ṡ ṇ Ṣ
ṕR6.4Ṗ

ḱ
Ẇ ṇ ṇ

ṕR7.6Ṗ
ḱ ḱ
ẆỔỎở ︡

(R7.11)
Ẇ

② 指導者の質の未確立 ③ 指導者謝金の財源が未定

ḱ ךּףּ ḭ
קּ

ḱ ḭ
ḱ קּ

ḱ ṇ
צּ

Ẇ
Ẇ
Ẇ ṇ ṇ

ẆỔỎở ︡

Ẇ ṇ

Ẇ ṇ ṇ
ḱ10 ṇ ṇ
Ẇ ṇ ṇ ṇ

ṇ
Ẇ
ḱ ṇ ṇ
Ẇ
ḱ

Ẇṡ Ṣ

ḱ צּ ︡ḭ
אל צּ

ḱ צּ ︣
צּ

Ẇ

Ẇ ︡ḭ
ṕ10/10 Ṗ
ḱ 500 Ṍ1,600 קּ
טּצּ ḭ ךּ
ḱ ︣ ḭ

ẆR8 ṡ ḱ
Ṣ

ḱ
ḱ ḱ ḱ 1/3
ḱ צּ אל
Ẇ Ú

Ẇ ṇ ṇ

保健厚生課・スポーツ振興課

学びの改革支援課・文化振興課
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中学校部活動の地域展開における課題と今後の取組（案）
～地域において持続可能で質の高いスポーツ・文化芸術活動の実現に向けて～

４ 地域展開の諸課題とその対応

① 活動の安全性の確保

ṕỄṖ

Ẇ
ḱ ḱ
ḱ
Ẇ ṇ ṇ ṇ
ḱ ḭ ךּ
Ẇ ṇ ṇ
ḱ ṇ

② ガバナンスの未確立 ③ 学校等との連携不足

ḱ
צּ

ḱ שּ
צּ

ḱ ︣
צּ

Ẇ וֹ
ḱộớỚ ḭ
ḱ ṕ Ṗ נּ ṡ ṇ
ḱ Ṣ

Ẇ
ḱ ṇ ṇ
Ẇ
ḱ ṇ
ḱ ︢ צּ
Ẇ ḱ ṇ ṇ ṇ
ḱ שּ
Ẇ ṇ ṇ
ḱ ḱ ḱ

Ẇ ṇ ṇ
ḱ
Ẇ ṇ ṇ
ḱ

Ẇ
ḱ צּ ︡
ḱ Ṅ ךּ

אל ךּ ךּ
ḱ ṕ
Ṗ ︣ צּ

Ẇ
ḱ ︡

Ẇ ṇ
ḱ פּ
Ẇ ṇ
ḱ ḭ Ԉ֤ԇ֩Ԝԃԏԁ֩
Ẇ

地域クラブ活動に関する認定制度（案）【令和7年10月 スポーツ庁・文化庁】

保健厚生課・スポーツ振興課

学びの改革支援課・文化振興課
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中学校部活動の地域展開における課題と今後の取組（案）
～地域において持続可能で質の高いスポーツ・文化芸術活動の実現に向けて～

４ 地域展開の諸課題とその対応

① 運営団体と実施主体の不足

(ễ)

Ẇ ︣ טּ
ḱ ṇ
Ẇ ṇ ṇ ṇ
ḱ
Ẇṕ Ṗ ṇ וֹףּ
ḱ וֹףּ
ḱ ỞỎ וֹףּ
ḱ ṇ וֹףּ
ẆỔỎở
ḱ ṇ ︢

② 移動手段の確保と保護者負担 ③ 経済的困窮世帯への支援

ḱ ḱ
︣ צּ

ḱ ṇ ︢
צּ

ḱ
צּ

ḱ
צּ

ḱ
צּ

ḱ ḭ

Ẇ ḭR8 ṡ
ḱ Ṣ

Ẇ
ḱ ︡ḭ
Ẇ ṇ ṇ ṇ
ḱ אל

Ẇ ︡ḭ
ṕ10/10 Ṗ
ḱ ṇ ṕ Ṗ

ṕ Ṗ
Ẇ
ḱ Ỉ ổờ
ẆỔỎở
ḱ

ẆỔỎở
ḱ ḭ
ḱ ︣ ḱ
Ẇ R8 ṡ ḱ

Ṣ וֹףּ צּ
פּ ḭ

Ẇ ︣ כֿ ḭ
צּ ךּ

ḱ Ể Ṍ2,000
Ẇ ṕ Ṗ ︡
ṕ 1/2ḱ 1/2Ṗ
ḱ ךּ
ḱ
Ẇ ṇ צּ ךּ︡
ḱ פּ ṇ צּ
ḱ ṇ

ẆR8 ṡ ḱ
Ṣ

ḱ צּ ṕ
Ṗ

ḱ קּ ṇ

保健厚生課・スポーツ振興課

学びの改革支援課・文化振興課
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ṕ Ṗ

○ スポーツ庁・文化庁が示した認定要件及び認定手続等に基づき、対象となる公立の中学
校（義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程を含む。）及び特別支援学校
中等部（以下「中学校等」という。）を設置する市町村（特別区及び一部事務組合を含
む。以下同じ。）及び都道府県（以下「市町村等」という。）が、中学校等の部活動を継
承・発展させた生徒のスポーツ・文化芸術活動として認定した活動を「認定地域クラブ活動」と
いう。

○ 市町村等が自ら運営団体・実施主体※１）となり、スポーツ庁・文化庁が示した認定要件
に沿って地域クラブ活動を実施する場合（市町村等が事業者等に委託して地域クラブ活動
を実施する場合も含む。）には、当該地域クラブ活動は、認定を受けたものとみなし、これも
「認定地域クラブ活動」と呼ぶこととする。

※１）各地域クラブ活動を統括する団体を「運営団体」、個別の地域クラブ活動を実際に行う
団体を「実施主体」という。以下同じ。

１．定義・呼称

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

○ 中学校を設置する市町村が認定する場合、平谷村等は中学校がなく、（平谷村の中学生は阿智中に通う。）平谷村の地域クラブ活動はどこに申請し、認定してもらえばよいのか？
○ 広域連携で取り組む南佐久６町村にある地域クラブ活動は、運営団体と事務局を併任する「南佐久郡中学校部活動運営委員会」に一括して認定申請をした方が効率的である。
○ 県内の多くの特別支援学校や諏訪清陵附属中と屋代附属中の設置者は長野県だが、例えば、屋代附属中の生徒が所属する千曲坂城クラブの地域クラブ活動は、長野県教育委員会に申請
することになるのか？

ṕ Ṗ

協議事項（１）

○ スポーツ庁・文化庁が示した「地域クラブ活動に関する認定制度」に即して、長野県教育
委員会が策定した「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」の認定要件及び認定手続等に基
づき、対象となる公立の中学校（義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程を
含む。）及び特別支援学校中等部（以下「中学校等」という。）を設置する市町村（特別
区及び一部事務組合を含む。以下同じ。）及び都道府県（以下「市町村等」という。）地
域クラブ活動が主として活動拠点としている市町村が、中学校等の部活動を継承・発展させ
た生徒のスポーツ・文化芸術活動として認定した活動を「認定地域クラブ活動」という。

○ 市町村等が自ら運営団体・実施主体※１）となり、スポーツ庁・文化庁が示した認定要件
を基に、長野県教育委員会が示した認定要件に沿って地域クラブ活動を実施する場合（市
町村等が事業者等に委託して地域クラブ活動を実施する場合も含む。）には、当該地域ク
ラブ活動は、認定を受けたものとみなし、これも「認定地域クラブ活動」と呼ぶこととする。

※１）各地域クラブ活動を統括する団体を「運営団体」、個別の地域クラブ活動を実際に行う
団体を「実施主体」という。以下同じ。

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）

１．定義・呼称
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別紙 ＜確認事項＞
○ 生徒※１）の自主的・主体的な参加による活動※２）であり、競技性や成果のみに偏重
するのではなく、生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保し、生涯に
わたってスポーツや文化芸術を楽しみ、豊かに関わるために必要な資質・能力等を育てるこ
とを目指した活動であること

○ 市町村等が定める対象区域内に居住する生徒を対象とした活動であること。なお、競技
力強化等の観点から広域から生徒を集めることは認められない。

○ 選抜等を行わず、参加を希望する生徒を広く受け入れること

※１）中学校等の生徒を主な対象とするが、小学生や高校生、大人等と一緒に活動する
多世代の取組を排除するものではない。以下同じ。

※２）児童・生徒へのアンケート調査や生徒によるワークショップ、生徒による活動目標・活
動計画の話し合いなど生徒のニーズや意見等が反映される仕組みを設けるとともに、
生徒のニーズに応じた多種多様なプログラムを提供することが期待される。

※３）部活動の地域展開は、障害のある生徒や運動が苦手な生徒等を含め、全ての生
徒が希望に応じて多種多様な活動に参加できる環境を整備することを理念としており、
そのことを十分に踏まえて対応すること。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

○ 本県は、生徒のニーズに応じた多様な活動（豊かで幅広い活動機会）を保障するため広域連携で取り組む市町村が多いが、決して「身近な地域」とは言い難い例もある。
○ 市町村等が定める対象区域内に居住する生徒を対象とした活動を全て認めつつ、競技力の強化を目的とした広域連携や、選抜による生徒を募集するクラブは認定しない。

別紙 ＜確認事項＞
○ 生徒※１）の自主的・主体的な参加による活動※２）であり、競技性や成果のみに偏重
するのではなく、生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保し、生涯に
わたってスポーツや文化芸術を楽しみ、豊かに関わるために必要な資質・能力等を育てるこ
とを目指した活動であること

○ 市町村等が定める対象区域内に居住する生徒を対象とした活動であること。なお、競技
力強化等の観点から広域から生徒を集めることは認められない。

○ 選抜等を行わず、参加を希望する生徒を広く受け入れること

※１）中学校等の生徒を主な対象とするが、小学生や高校生、大人等と一緒に活動する
多世代の取組を排除するものではない。以下同じ。

※２）児童・生徒へのアンケート調査や生徒によるワークショップ、生徒による活動目標・活
動計画の話し合いなど生徒のニーズや意見等が反映される仕組みを設けるとともに、
生徒のニーズに応じた多種多様なプログラムを提供することが期待される。

※３）部活動の地域展開は、障がいのある生徒や運動が苦手な生徒等を含め、全ての生
徒が希望に応じて多種多様な活動に参加できる環境を整備することを理念としており、
そのことを十分に踏まえて対応すること。

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）
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別紙 ＜確認事項＞
○ 生徒の心身の成長に配慮して健康に生活を送れるよう、週当たり２日以上の休養日を設
け、１日の活動時間は、長くとも平日は２時間程度、休日は３時間程度とし、週当たりの
活動時間は11時間程度の範囲内とすること。その上で、できるだけ短時間で合理的かつ効
率的・効果的な活動となっていること※１）

○ 年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会の日程等）や毎月の活動計画
（活動日時・場所、休養日及び大会参加日等）を策定し、公表していること

※１）例えば、将来的には平日も含めて地域展開を目指すことを前提に、当面、平日は学校部活動を
実施し、休日のみ地域クラブ活動を実施する場合には、原則として、休日の地域クラブ活動において、
少なくとも１日以上の休養日を設ける。ただし、平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動の組み
合わせの工夫など、多様な形態があり得る。例えば、改革の進展に伴い、体制の充実した休日に活
動の中心がシフトしていくことも想定されるところ、週当たりの活動日が11時間程度の範囲内に収ま
り、かつ、週当たり２日以上の休養日が設けられるのであれば、平日の活動を週３日以内に抑えつ
つ土日に２日連続して活動を行うなど、柔軟な対応を行うことも可能。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

「長野県中学生期のスポーツ・文化芸術活動指針（R6.3策定）」においては、活動時間や休養日の設定について以下のように定めている。
○ 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設け、平日は少なくとも１日、土曜日及び日曜日（以下「週末」という。）は少なくとも１日以上を休養日とする。週末に大会、コンクール、各種発表
会等への参加等で活動した場合は、休養日をできるだけ他の週末に振り替え、 する。

○ １日の活動時間は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週末を含む。）は、長くとも３時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的かつ効率的・効果的な活動を行う。
なお、大会への参加等により、基準とする１日の活動時間を上回る場合には、他の日の活動時間を調整するなど、生徒の負担とならないよう配慮する。

2 ể Ễ

別紙 ＜確認事項＞
○ 生徒の心身の成長に配慮して健康に生活を送れるよう、週当たり２日以上の休養日を設
け、１日の活動時間は、長くとも平日は２時間程度、休日は３時間程度とし、週当たりの
活動時間は11時間程度の範囲内とすること。その上で、できるだけ短時間で合理的かつ効
率的・効果的な活動となっていること※１）

○ 年間の活動計画（活動日、休養日及び参加予定大会の日程等）や毎月の活動計画
（活動日時・場所、休養日及び大会参加日等）を策定し、公表していること

※１）例えば、将来的には平日も含めて地域展開を目指すことを前提に、当面、平日は学校部活動を
実施し、休日のみ地域クラブ活動を実施する場合には、原則として、休日の地域クラブ活動において、
少なくとも１日以上の休養日を設ける。ただし、平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動の組み
合わせの工夫など、多様な形態があり得る。例えば、改革の進展に伴い、体制の充実した休日に活
動の中心がシフトしていくことも想定されるところ、週当たりの活動日が11時間程度の範囲内に収ま
り、かつ、週当たり２日以上の休養日が設けられるのであれば、平日の活動を週３日以内に抑えつ
つ土日に２日連続して活動を行うなど、柔軟な対応を行うことも可能。ただし、その場合においても、
生徒の負担を鑑み、１ヵ月の内に最低２日間は土日の休養日を設けること。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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別紙 ＜確認事項＞
○ 国が示す参加費等の金額の目安を踏まえつつ、地域の実情や競技種目等の特性等に
応じて、地域クラブ活動を持続的・安定的に運営していくために、必要な範囲で、可能な
限り低廉な参加費等設定されていること

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

○ やむを得ず、国が示す参加費等の金額の目安の上限を超える地域クラブ活動が出てくる可能性がある。
○ 本県においては、特に、冬季競技（スキー、スケート、アイスホッケー）における参加費等が高額になることが予想される。
○ 「可能な限り」の文脈から、競技種目の特性に応じて、目安の金額の上限を超えても許容される？
○ 参加費の内訳が不明瞭（指導者謝金、事務局人件費はＲ８概算要求に示されている）。交通費は含まれるのか？※ 保険料や用具代は含まれない見込み?

ṕ Ṗ

○ 参加費等の金額の目安を超える地域クラブ活動の中にも、国や県のガイドラインの趣旨に沿ったクラブは認定し、受益者負担の軽減に資する必要がある。
○ 参加費の中に交通費を入れるか否かで金額は大きく変わる。
※ 市町村の所有するバスを交通手段にし、その燃料費やドライバーの人件費を参加費の中に組み込むことも考えられる。

別紙 ＜確認事項＞
○ 国が示す参加費等の金額の目安○,○○○円～ ○,○○○円を踏まえつつ、地域の実
情や競技種目等の特性等に応じて、地域クラブ活動を持続的・安定的に運営していくた
めに、必要な範囲で、可能な限り低廉な参加費等設定されていること

○ 国が示す参加費等の金額の目安を超える地域クラブ活動については、その根拠を示すと
ともに、営利を主たる目的とせずに運営していることを証明すること

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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別紙 ＜確認事項＞
○ 地域クラブ活動において指導や補助指導、見守り等を行う人材（以下「指導人材」という。）が、
暴言・暴力、ハラスメント、いじめ、無視等の行為は、許されない行為であることを理解し、自らこう
した行為を行わないとともに、参加生徒同士のこうした行為も許さないことを誓約すること※１）

○ 市町村等が定める研修を受講し、市町村等に登録された指導人材が活動に携わること※２）

○ 持続的・安定的な活動を確保するとともに、事故や暴力・暴言等の不適切行為を防止する観
点から、原則として、複数の指導人材が活動に携わること※３）

※１）ＤＢＳの活用についても検討。

※２）研修の項目、指導人材の登録の仕組みなどについては、別紙２－１を参照。

※３）複数の指導人材が活動に携わることが困難な場合には、市町村の職員・コーディネーターや運営団体
の職員等による地域クラブ活動の実施主体への巡回指導を適切に実施すること等により、事故等や暴
力・暴言等の不適切な行為の防止を図ること。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

スポーツ庁・文化庁が定める に基づき、本県では

別紙 ＜確認事項＞
○ 地域クラブ活動において指導や補助指導、見守り等を行う人材（以下「指導人材」という。）が、
暴言・暴力、ハラスメント、いじめ、無視等の行為は、許されない行為であることを理解し、自らこう
した行為を行わないとともに、参加生徒同士のこうした行為も許さないことを誓約すること※１）

○ 市町村等が定める研修を受講し、市町村等に登録された指導人材が活動に携わること※２）

○ 持続的・安定的な活動を確保するとともに、事故や暴力・暴言等の不適切行為を防止する観
点から、原則として、複数の指導人材が活動に携わること※３）

※１）ＤＢＳの活用についても検討。

※２）研修の項目、指導人材の登録の仕組みなどについては、別紙２－１を参照。

※３）複数の指導人材が活動に携わることが困難な場合には、市町村の職員・コーディネーターや運営団体
の職員等による地域クラブ活動の実施主体への巡回指導を適切に実施すること等により、事故等や暴
力・暴言等の不適切な行為の防止を図ること。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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別紙 ＜確認事項＞
○ 生徒の発達段階や健康の状態、気温や湿度、暑さ指数（WBGT）等の環境を考慮
のうえ、適切な指導内容や活動時間、休息時間、水分補給の機会等を設定するととも
に、活動場所の管理主体と連携した施設・設備・用具の点検等を行い、事故防止を徹
底すること

○ 市町村等、地域クラブ活動の運営団体・実施主体、活動場所の管理主体等との間で、
あらかじめ、事故等が発生した場合の対応や責任関係等を明確化していること

○ 保護者や関係機関への緊急時の連絡体制の整備等を行い、事故発生時の対応を適
切に行うこと

○ 参加者及び指導人材が、自身の怪我等を保障する個人賠償責任保険に加入している
こと

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

○ 「長野県地域クラブ活動推進ガイドライン」（令和６年3月策定）においては、「適切な安全確保の体制確保について下記のとおり提言している。
・運営団体・実施主体は、観察やコミュニケーション等により参加者の体調を把握し、生徒の体調に配慮した活動を心掛けます。また、気温や湿度、暑さ指数（WBGT）等の客観的な数値をも
とに、生徒の体調管理を最優先した活動に努めます（※施設・設備・用具の点検は指導者に求められる資質の欄で記載）。
・運営団体・実施主体は、指導者や参加する生徒等が安心して地域クラブ活動に参加・指導できるよう、自身のケガ等や参加者にケガを負わせた場合に備え、スポーツ安全保険などへの加入を
義務付けます（保険の適用範囲については、活動場所への移動中や保護者による送迎中の事故等にも適用されるものが望ましい）。
また、運営団体・実施主体は、その活動中に発生した事故による高額な損害賠償に対応できるよう、例えばスポーツ・文化法人責任保険などへの加入を検討します（運営団体がスポーツ安
全協会等のスポーツ・文化法人責任保険（法人の賠償責任保険）に加入する場合、法人であることが加入条件になります。また、団体への社会的信用を得るためにも法人格を取得することが
望ましい。）。
・運営団体・実施主体は、地域クラブ活動において事故が発生した場合、救急要請や保護者への連絡などを行い、適切かつ速やかに対処するとともに、実施主体は運営団体に報告します。
また、生徒間でトラブルが発生した場合、参加者からの聞き取り等により状況を把握し、現状と今後の対応等について保護者へ連絡するなど速やかに対処するとともに、実施主体は運営団体に
報告します。保護者は、必要に応じて学校と情報を共有します。

であり、 ṕ Ṗ ṕ Ṗ 。

別紙 ＜確認事項＞
○ 生徒の発達段階や健康の状態、気温や湿度、暑さ指数（WBGT）等の環境を考慮
のうえ、適切な指導内容や活動時間、休息時間、水分補給の機会等を設定するととも
に、活動場所の管理主体と連携した施設・設備・用具の点検等を行い、事故防止を徹
底すること

○ 市町村等、地域クラブ活動の運営団体・実施主体、活動場所の管理主体等との間で、
あらかじめ、事故等が発生した場合の対応や責任関係等を明確化していること

○ 保護者や関係機関への緊急時の連絡体制の整備等を行い、事故発生時の対応を適
切に行うこと

○ 参加者及び指導人材が、自身の怪我等を保障する個人賠償責任保険に加入している
こと

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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別紙 ＜確認事項＞
○ 地域クラブ活動の実施主体等※１）において、少なくとも、次の内容を含む規約等を作成・公表し
ていること。また、関係法令を遵守するとともに、規約等に基づき適切な運営が行われていること※２）

・団体の目的
・役員（代表、副代表、会計、監事※３））の選任・解任に関すること
・総会の運営など団体の意思決定に関すること
・会員の入退会、参加費等に関すること
・予算・決算の審議・承認に関すること

○ 公正かつ適切な会計処理が行われ、透明性を確保するために関係者に対する情報開示が適切に
行われていること

○ 営利を主たる目的とせずに運営すること※４）

○ 大会・コンクールに参加する場合には、その運営に積極的に協力すること

※１）運営団体・実施主体を全体として評価し、実質的に適切な運営体制が確保されていれば差し支え
ない。

※２）日本スポーツ協会の総合型地域スポーツクラブ登録制度の登録クラブの場合には、確認事項の一
部を満たしていると判断することも考えられる。

※３）団体の持続的・安定的な運営を確保するとともに、適切なガバナンスを確保する観点から、原則とし
て、代表、副代表、会計及び監事は、互いに兼ねることはできない。地域の実情等により役員を確保す
ることが困難な場合等の例外的な場合にも、監事は、代表、副代表、会計を兼ねることはできない。

※４）地域クラブ活動の実施主体等が、非営利団体（特定非営利活動法人、一般・公益社団法人、
一般・公益財団法人など組織構成員に利益を分配しない団体）ではなく、個人事業主や株式会社
等の場合には、例えば、当該地域クラブ活動に係る収支計画書の提出を求め、参加費等の金額、人
件費、諸謝金の単価等を確認し、営利を主たる目的としたものではないことを確認することが考えられる。
なお、市町村等が運営団体・実施主体となり地域クラブ活動を実施する場合において、市町村等が事
業者等に委託して地域クラブ活動を実施する場合は、本確認事項は適用しない。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

Ẇ Ḵ
Ẇ ḵ

⑥

別紙 ＜確認事項＞
○ 地域クラブ活動の実施主体等※１）において、少なくとも、次の内容を含む規約等を作成するととも
に、会員の保護者、指導者をはじめ、運営団体等の関係者に・公表していること。また、関係法令を
遵守するとともに、規約等に基づき適切な運営が行われていること※２）

・団体の目的
・役員（代表、副代表、会計、監事※３））の選任・解任に関すること
・総会の運営など団体の意思決定に関すること
・会員の入退会、参加費等に関すること
・予算・決算の審議・承認に関すること

○ 公正かつ適切な会計処理が行われ、透明性を確保するために、会員の保護者、指導者をはじめ、
運営団体等の関係者に対する情報開示が適切に行われていること

○ 営利を主たる目的とせずに運営すること※４）

○ 大会・コンクールに参加する場合には、その主催者の求めに応じて、その運営に積極的に協力するこ
と

※１）運営団体・実施主体を全体として評価し、実質的に適切な運営体制が確保されていれば差し支え
ない。

※２）日本スポーツ協会の総合型地域スポーツクラブ登録制度の登録クラブの場合には、確認事項の一
部を満たしていると判断することも考えられる。

※３）団体の持続的・安定的な運営を確保するとともに、適切なガバナンスを確保する観点から、原則とし
て、代表、副代表、会計及び監事は、互いに兼ねることはできない。地域の実情等により役員を確保す
ることが困難な場合等の例外的な場合にも、監事は、代表、副代表、会計を兼ねることはできない。

※４）地域クラブ活動の実施主体等が、非営利団体（特定非営利活動法人、一般・公益社団法人、
一般・公益財団法人など組織構成員に利益を分配しない団体）ではなく、個人事業主や株式会社
等の場合には、例えば、当該地域クラブ活動に係る収支計画書の提出を求め、参加費等の金額、人
件費、諸謝金の単価等を確認し、営利を主たる目的としたものではないことを確認することが考えられる。
なお、市町村等が運営団体・実施主体となり地域クラブ活動を実施する場合において、市町村等が事
業者等に委託して地域クラブ活動を実施する場合は、本確認事項は適用しない。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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別紙 ＜確認事項＞
○ 地域クラブ活動の活動方針や指導方針、スケジュール等※１）を生徒の在籍する中学
校等と共有すること

○ 生徒の活動状況や活動実績等について、生徒の在籍する中学校等と必要な情報を共
有するとともに、情報を適切に管理すること※２）

○ 市町村等が学校と連携して生徒・保護者等に対する情報提供等（小学校高学年時の
体験会、中学校等入学時のオリエンテーション、アプリなどによる地域クラブ活動の実施状
況等の情報提供等）を円滑に行うことができるよう、必要な協力を行うこと

○ 活動場所として学校施設を活用する場合や希望する教師等による兼職兼業が行われる
場合等には、その円滑な実施のため、市町村等や学校との必要な連絡調整を行うこと

※１）平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動が併存している場合などには、平日と休日の活
動の一貫指導の観点も含む。

※２）地域クラブ活動への入会時に、生徒の在籍する中学校等と必要な情報を共有することにつ
いて、生徒の保護者の同意を得ておくことが必要になると考えられる。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁） 「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）

○ 。
○ 「長野県地域クラブ活動推進ガイドライン」（令和６年3月策定）においては、「適切な安全確保の体制確保について下記のとおり提言している。
・運営団体は、本ガイドラインを踏まえたクラブの「運営方針」を策定し、クラブの「規約」に基づいた活動の方向性を公表します。運営方針には、「活動目標」、「目指す生徒像」、「育てたい力」、
「指導方針」、「活動時間」、「休養」等を明示します。
・運営団体は、地域クラブの運営方針や会費、活動内容や活動時間などを明記したチラシやホームページ等により、生徒を募集します。また、中学校の入学説明会等でクラブの活動について説
明し、会員を募集することも考えられます。

。

国が示す「地域クラブ活動に関する認定制度」に合わせて「長野県地域クラブ活動推進ガイドライン」を改訂する必要がある。

別紙 ＜確認事項＞
○ 地域クラブ活動の活動方針や指導方針、スケジュール等※１）を運営団体等を通して
生徒の在籍する中学校等と共有すること

○ 生徒の活動状況や活動実績等について、運営団体等を通して生徒の在籍する中学校
等と必要な情報を共有するとともに、情報を適切に管理すること※２）

○ 市町村等が学校と連携して生徒・保護者等に対する情報提供等（小学校高学年時の
体験会、中学校等入学時のオリエンテーション、アプリなどによる地域クラブ活動の実施状
況等の情報提供等）を円滑に行うことができるよう、必要な協力を行うこと

○ 活動場所として学校施設を活用する場合や希望する教師等による兼職兼業が行われる
場合等には、その円滑な実施のため、市町村等や学校との必要な連絡調整を行うこと

※１）平日の学校部活動と休日の地域クラブ活動が併存している場合などには、平日と休日の活
動の一貫指導の観点も含む。

※２）地域クラブ活動への入会時に、生徒の在籍する中学校等と必要な情報を共有することにつ
いて、生徒の保護者の同意を得ておくことが必要になると考えられる。

２．認定要件（具体的な確認事項は、別紙参照）
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○ 市町村等は、平日・休日を通した活動を包括的に企画・調整した上で、部活動の地域
展開の方針を示す推進計画等を策定する。

○ 推進計画等の策定に当たっては、市町村等が、公立の中学校等の生徒数や生徒のニー
ズ、活動場所となる施設の状況等の地域の実情を踏まえ、認定する地域クラブ活動の数や
競技種目等を定めるとともに、以下の観点等を考慮し、各地域クラブ活動の参加対象とな
る生徒の居住する対象区域を定める。市町村等が定める対象区域内に居住する生徒を対
象とした活動であること。
・地域の子供たちは地域で学てるという意識の下で地域の関係者が連携して活動を支えること
・生徒の在籍する中学校等との連携を図ること
・活動場所への移動に過度な負担が生じないように配慮すること
・充実した活動とするために競技種目等に応じて過多・過少な人数とならないよう適切な
参加人数の規模にすること

〇 対象区域は、中学校区単位で加入する地域クラブ活動が明確になるように、例えば、単
一の中学校区、複数の中学校区、当該市町村の一部などとすることが考えられる。また、ガ
イドラインで示す部活動改革の理念や基本的な考え方等を踏まえ、例えば、十分な参加人
数を見込めない場合や生徒のニーズに応じた多種多様な体験の機会を提供する活動※１）

の場合等には当該市町村の全域を対象区域として定めることや、複数の市町村が広域連
携の取組を進め、複数の市町村を対象区域として定めるなど柔軟に対象区域を定めること
も考えられる※２）。

※１）市町村等が運営団体の場合には、実施主体が直接市町村等に対して申請書等を提出する。
なお、上記のとおり、市町村等が運営団体・実施主体の双方を兼ねる場合には、その地域クラブ活
動は認定を受けたものとみなすこととしている。

※２）国において、申請書等のひな型などを示す予定。

３．認定手続等

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）
第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）

ṕểṖ

○ 市町村等は、平日・休日を通した活動を包括的に企画・調整した上で、部活動の地域
展開の方針を示す推進計画等を策定する。

○ 推進計画等の策定に当たっては、市町村等が、公立の中学校等の生徒数や生徒のニー
ズ、活動場所となる施設の状況等の地域の実情を踏まえ、認定する地域クラブ活動の数や
競技種目等を定めるとともに、以下の観点等を考慮し、各地域クラブ活動の参加対象とな
る生徒の居住する対象区域を定める。市町村等が定める対象区域内に居住する生徒を対
象とした活動であること。
・地域の子供たちは地域で学てるという意識の下で地域の関係者が連携して活動を支えること
・生徒の在籍する中学校等との連携を図ること
・活動場所への移動に過度な負担が生じないように配慮すること
・充実した活動とするために競技種目等に応じて過多・過少な人数とならないよう適切な
参加人数の規模にすること

〇 対象区域は、中学校区単位で加入する地域クラブ活動が明確になるように、例えば、単
一の中学校区、複数の中学校区、当該市町村の一部などとすることが考えられる。また、ガ
イドラインで示す部活動改革の理念や基本的な考え方等を踏まえ、例えば、十分な参加人
数を見込めない場合や生徒のニーズに応じた多種多様な体験の機会を提供する活動※１）

の場合等には当該市町村の全域を対象区域として定めることや、複数の市町村が広域連
携の取組を進め、複数の市町村を対象区域として定めるなど柔軟に対象区域を定めること
も考えられる※２）。

※１）市町村等が運営団体の場合には、実施主体が直接市町村等に対して申請書等を提出する。
なお、上記のとおり、市町村等が運営団体・実施主体の双方を兼ねる場合には、その地域クラブ活
動は認定を受けたものとみなすこととしている。

※２）国において、申請書等のひな型などを示す予定。

３．認定手続等
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○ 市町村等は、推進計画等に基づき、２．「認定要件」を満たすスポーツ・文化芸術活動を
認定する。なお、各認定要件を満たしているか否かについては、市町村等が、別紙１の具体
的な確認事項を踏まえ判断する。その際、２．「認定要件」は、個別の地域クラブ活動に関
する事項（活動目的・理念、活動時間・休養日、参加費等）や地域クラブ活動を実施す
る団体の体制に関する事項（指導体制、安全確保、運営体制、学校等との連携）を定め
ていることから、原則として、地域クラブ活動の実施主体を審査対象として判断する。ただし、
運営団体と実施主体が担っている役割※３）は、地域の実情に応じて多様な実態があること
から、必要に応じて、運営団体・実施主体を全体として評価し、審査対象として判断する
（以下、審査対象は、「地域クラブ活動の実施主体等」という）。

○ 市町村等が、地域の実情に応じて、２．「認定要件」に加えて独自の要件を設けることは
妨げないが、地域クラブ活動の多様な実態を踏まえ、生徒の活動機会が十分に確保されるよ
う留意すること。

〇 都道府県は、市町村又は一部事教組合に対して、地域クラブ活動に関する認定制度が
当該都道府県において円滑に整備・運用されるように、必要な指導助言を行うとともに、複
数の市町村による広域連携の取組が必要な場合には、市町村同士の協議の場を設けるな
ど、必要な支援を行う。

※３）一つの団体（体育・スポーツ協会や総合型地域スポーツクラブ等）が運営団体と実施主体の両
者の役割を兼ね備える場合も多いところ、そうした場合には、運営団体は管理部門、実施主体は実
施部門をそれぞれ担う団体内の部署・機能として捉えられる。運営団体、実施主体、地域クラブ活
動の役割分担や相互の関係性については、ガイドラインを参照。

３．認定手続等

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）
第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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○ 市町村等は、推進計画等に基づき、２．「認定要件」を満たすスポーツ・文化芸術活動を
認定する。なお、各認定要件を満たしているか否かについては、市町村等が、別紙１の具体
的な確認事項を踏まえ判断する。その際、２．「認定要件」は、個別の地域クラブ活動に関
する事項（活動目的・理念、活動時間・休養日、参加費等）や地域クラブ活動を実施す
る団体の体制に関する事項（指導体制、安全確保、運営体制、学校等との連携）を定め
ていることから、原則として、地域クラブ活動の実施主体を審査対象として判断する。ただし、
運営団体と実施主体が担っている役割※３）は、地域の実情に応じて多様な実態があること
から、必要に応じて、運営団体・実施主体を全体として評価し、審査対象として判断する
（以下、審査対象は、「地域クラブ活動の実施主体等」という）。

○ 市町村等が、地域の実情に応じて、２．「認定要件」に加えて独自の要件を設けることは
妨げないが、地域クラブ活動の多様な実態を踏まえ、生徒の活動機会が十分に確保されるよ
う留意すること。

〇 都道府県は、市町村又は一部事教組合に対して、地域クラブ活動に関する認定制度が
当該都道府県において円滑に整備・運用されるように、必要な指導助言を行うとともに、複
数の市町村による広域連携の取組が必要な場合には、市町村同士の協議の場を設けるな
ど、必要な支援を行う。

※３）一つの団体（体育・スポーツ協会や総合型地域スポーツクラブ等）が運営団体と実施主体の両
者の役割を兼ね備える場合も多いところ、そうした場合には、運営団体は管理部門、実施主体は実
施部門をそれぞれ担う団体内の部署・機能として捉えられる。運営団体、実施主体、地域クラブ活
動の役割分担や相互の関係性については、ガイドラインを参照。

３．認定手続等
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○ 認定の申請は、地域クラブ活動の運営団体※１）が各実施主体の申請をとりまとめて、市
町村等に対し、申請書、活動計画書、規約、誓約書、その他地方公共団体が必要と認め
る書類等（以下「申請書等」という。）※２）を提出することにより行う。

○ 認定の申請の際に提出を求める誓約書において、地域クラブ活動の実施主体等が、申請
書等に記載した内容に沿って活動を実施すること、申請内容のうち認定に係る事項に変更が
生じた場合は速やかに報告すること、市町村等からの指導助言等に対して真摯に対応するこ
とを誓約する項目を設ける。

〇 市町村等は、提出された申請書等に基づき、必要に応じてヒアリングや現地確認等を行い
つつ審査を行い、上記２．「認定要件」を満たすものと認める場合には認定を行う。認定に
当たっては、必要に応じて、ガイドラインに基づき設置した協議会等の意見を聴くことも考えら
れる。

○ なお、活動の開始に先立って認定を行う必要が生じることも想定されることから、申請書等
に基づき、条件付きでの認定(以下「仮認定」という。以下同じ。)を行い、活動開始期、一
定期間内に活動状況の報告書の提出やヒアリング、現地確認等により、申請書等に記載さ
れた内容が適切に履行されていることを確認するなどの対応も可能とする※３）。

※１）市町村等が運営団体の場合には、実施主体が直接市町村等に対して申請書等を提出する。
なお、上記のとおり、市町村等が運営団体・実施主体の双方を兼ねる場合には、その地域クラブ活
動は認定を受けたものとみなすこととしている。

※２）国において、申請書等のひな型などを示す予定。

※３）申請書等に記載された内容が適切に履行されていることが確認された場合には、仮認定が正式な
認定となる。

３．認定手続等

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）
第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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○ 認定の申請は、地域クラブ活動の運営団体※１）が各実施主体の申請をとりまとめて、市
町村等に対し、申請書、活動計画書、規約、誓約書、その他地方公共団体が必要と認め
る書類等（以下「申請書等」という。）※２）を提出することにより行う。

○ 認定の申請の際に提出を求める誓約書において、地域クラブ活動の実施主体等が、申請
書等に記載した内容に沿って活動を実施すること、申請内容のうち認定に係る事項に変更が
生じた場合は速やかに報告すること、市町村等からの指導助言等に対して真摯に対応するこ
とを誓約する項目を設ける。

〇 市町村等は、提出された申請書等に基づき、必要に応じてヒアリングや現地確認等を行い
つつ審査を行い、上記２．「認定要件」を満たすものと認める場合には認定を行う。認定に
当たっては、必要に応じて、ガイドラインに基づき設置した協議会等の意見を聴くことも考えら
れる。

○ なお、活動の開始に先立って認定を行う必要が生じることも想定されることから、申請書等
に基づき、条件付きでの認定(以下「仮認定」という。以下同じ。)を行い、活動開始期、一
定期間内に活動状況の報告書の提出やヒアリング、現地確認等により、申請書等に記載さ
れた内容が適切に履行されていることを確認するなどの対応も可能とする※３）。

※１）市町村等が運営団体の場合には、実施主体が直接市町村等に対して申請書等を提出する。
なお、上記のとおり、市町村等が運営団体・実施主体の双方を兼ねる場合には、その地域クラブ活
動は認定を受けたものとみなすこととしている。

※２）国において、申請書等のひな型などを示す予定。

※３）申請書等に記載された内容が適切に履行されていることが確認された場合には、仮認定が正式な
認定となる。

３．認定手続等
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○ 認定の有効課間は、最長３年間（認定の効力の発生日の属する年度の翌々年度末
（認定の有効期間の更新がされた場合にあっては、従前の認定の有効期間の満了の日の
翌日の属する年度の翌々年度末））の範囲内で、地域の実情に応じて市町村等において
設定する。

ṕỆṖ
○ 市町村等は、定期的な報告書の受領やヒアリング、現地確認等により、認定地域クラブ活
動の取組状況等を適宜把握し、誓約書に基づき、必要な指導助言等を行う。

○ 市町村等は、認定地域クラブ活動が以下に該当する場合は、その実施主体等に対し、必
要な指導助言等を行う。
・上記２.「認定要件」を欠くに至ったと認めるとき
・法令又は規約等に違反していると認めるとき
・運営が著しく適正を欠くと認めるとき

○ 市町村等は、認定地域クラブ活動が次のいずれかに該当するときは、認定を取り消す。
・不正な手段等により認定を受けたとき
・指導助言等によっても、その改善を期待することができないとき
・地域クラブ活動の実施主体等から認定取消の申出があったとき

ṕệṖ
○ 部活動の地域展開に新たに取り組む市町村等のほか、独自に地域クラブ活動の認定や指
定等の仕組みを整備・運用している市町村等においても、スポーツ庁・文化庁が示した認定
要件及び認定手続等に沿った地域クラブ活動の認定制度の導入や準備等に当たり、特に、
上記２．「認定要件」の④「適切な指導の実施体制が確保されていること」及び⑥「適切な
運営体制が確保されていること」などについては、地域クラブ活動が所定の要件を満たすのに
一定の期間を要すると考えられることから、市町村等が、当該地域クラブ活動の実施主体等
に対して適切な指導助言等を行うことにより、原則として、令和８年度末まで※１）に限り、
当該地域クラブ活動は、認定を受けたものとみなすことも可能とする。

※１）例えば、部活動の地域展開に新たに取り組む市町村等において課題の検証等のために試行的に
実施する場合など、特別な事情がある場合は、改革実行期間の前期が終了する令和10年度末まで、
認定を受けたものとみなすことも可能とする。

３．認定手続等

「信州地域クラブ活動認定ガイドライン」（素案）
第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）

ṕễṖ
○ 認定の有効課間は、最長３年間（認定の効力の発生日の属する年度の翌々年度末
（認定の有効期間の更新がされた場合にあっては、従前の認定の有効期間の満了の日の
翌日の属する年度の翌々年度末））の範囲内で、地域の実情に応じて市町村等において
設定する。

ṕỆṖ
○ 市町村等は、定期的な報告書の受領やヒアリング、現地確認等により、認定地域クラブ活
動の取組状況等を適宜把握し、誓約書に基づき、必要な指導助言等を行う。

○ 市町村等は、認定地域クラブ活動が以下に該当する場合は、その実施主体等に対し、必
要な指導助言等を行う。
・上記２.「認定要件」を欠くに至ったと認めるとき
・法令又は規約等に違反していると認めるとき
・運営が著しく適正を欠くと認めるとき

○ 市町村等は、認定地域クラブ活動が次のいずれかに該当するときは、認定を取り消す。
・不正な手段等により認定を受けたとき
・指導助言等によっても、その改善を期待することができないとき
・地域クラブ活動の実施主体等から認定取消の申出があったとき

ṕệṖ
○ 部活動の地域展開に新たに取り組む市町村等のほか、独自に地域クラブ活動の認定や指
定等の仕組みを整備・運用している市町村等においても、スポーツ庁・文化庁が示した認定
要件及び認定手続等に沿った地域クラブ活動の認定制度の導入や準備等に当たり、特に、
上記２．「認定要件」の④「適切な指導の実施体制が確保されていること」及び⑥「適切な
運営体制が確保されていること」などについては、地域クラブ活動が所定の要件を満たすのに
一定の期間を要すると考えられることから、市町村等が、当該地域クラブ活動の実施主体等
に対して適切な指導助言等を行うことにより、原則として、令和８年度末まで※１）に限り、
当該地域クラブ活動は、認定を受けたものとみなすことも可能とする。

※１）例えば、部活動の地域展開に新たに取り組む市町村等において課題の検証等のために試行的に
実施する場合など、特別な事情がある場合は、改革実行期間の前期が終了する令和10年度末まで、
認定を受けたものとみなすことも可能とする。

３．認定手続等
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○ 学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発展させつつ、次のような新たな価値の創出に向けた取組を行うことが期待される。

・生徒のニーズに応じた多種多様な体験（一つの競技種目等だけに専念するのでなく複数の競技種目等に取り組むマルチスポーツや、一つ
のクラブにおける多様な文化芸術活動の実施、スポーツと文化芸術の融合、レクリエーション的な活動や柔軟なルール等に基づく多様な活動
を含む）
・生徒の個性・得意分野等の尊重
・学校等の垣根を越えた仲間とのつながり創出
・地域の様々な人や幅広い世代との豊かな交流
・適切な資質・能力を備えた指導者による良質な指導
・学校段階にとらわれない継続的な活動（引退のない継続的な活動）及び地域クラブ活動の指導者による一貫的な指導

○ 団体としての賠償責任保険の加入対象が法人となっていることが多いことに加え、組織としての責任の明確化やガバナンスの確保の観点から、
特定非営利活動法人や一般・公益社団法人、一般・公益財団法人等の法人格を有する運営団体※１）が実施主体を統括する体制で
運営することが期待される。

※１）さらに、市町村等とパートナーシップを構築し、公益的な事業体としての役割を果たしていくために、活動実態や運営実態、ガバナンス等の要件を満たし、
地域クラブ活動の運営団体を担っている団体を認証する日本スポーツ協会（「総合型地域スポーツクラブ認証制度義部活動の地域展開タイプ）」において
認証を受けた法人格を有する総合型地域スポーツクラブが運営団体として実施主体を統括する体制で運営することも考えられる。

４．認定地域クラブ活動において期待される取組・体制等

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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○ 地域クラブ活動に関する認定制度を設けることにより、安全・安心な活動機会の提供や生徒・保護者等の関係者の理解促進等を図るととも
に、認定地域クラブ活動に対して、次の取組を促進する※１）。

① 市町村等による生徒・保護者等への情報提供
・地域クラブ活動への参加促進のための学校と連携した生徒・保護者等に対するきめ細かな情報提供等※２）

（小学校高学年時の体験会、中学校等入学時のオリエンテーション、アプリなどによる地域クラブ活動の実施状況等の情報提供等）

② 地域クラブ活動の運営等への公的支援
・受益者負担と公的負担とのバランス等の費用負担の在り方を踏まえた財政支援（経済的困窮世帯の生徒への支援を含む。）
・学校施設、公共スポーツ施設、社会育学施設等の優先利用、使用料の減免等
・学校備品等の活用、用具の保管スペースの確保

③ 教師等の兼職兼業
・地域クラブ活動への従事を希望する教師等の兼職兼業の許可の対象

④ 生徒の大会・コンクールへの円滑な参加
・地方公共団体における大会開催地までの交通費・宿泊費の支援やスクールバスの活用（学校部活動参加生徒と同様に支援）
・認定地域クラブ活動の参加者の中学校体育連盟の主催大会等への円滑な参加
（必要に応じた大会参加規程の見直し（引率者の資格要件等を含む。））

※１）地域の実情等に応じた、生徒の多様な選択肢を確保する観点から、上記①市町村等による情報提供を中心に支援する場合には、市町村等がガイドライ
ンに沿った活動とすることを担保した上で独自に緩やかな要件を満たした活動を登録する仕組みなどを別途設けることも妨げない。

※２）情報提供等の際に、認定地域クラブ活動については、例えば、「○○市認定地域クラブ活動」と表記することが考えられる。

５．想定され認定の効果（認定地域クラブ活動が享受できるメリット）

第８回部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進等に関する調査研究協力者会議における
「地域クラブ活動に関する認定制度（イメージ案）」（令和７年10月27日スポーツ庁・文化庁）
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地域クラブ活動の相談窓口(素案)について

ḱ ḱ ḱ

対象者

ṇ

相談方法

︢ בֿ כֿ ︣

機 能

︡Ễ

窓口体制

ḭ地域クラブ活動における指導・人権・
運営等に関する問題や不安 ךּ ḭ פּ ︣
ḭ

目 的

相談内容のイメージ

ḱ
פּ

פּ ḱ ḭ ︣
︢ךּ

ךּ

פּ

ḱ

支援体制

ḭ ￼ וֹ ḭוֹ ︢ ︡ ︡ ︣Ḯ ḭ
︢ צּ ḭ ︡ ︣Ḯ地域クラブ活動に関する認定制度に基づく認定クラブに対する指導助

言等については、市町村が責任を持って対応します。 ︢ךּ ︣ ךּ ḭ市町村・学校・地域クラブが ︡ ︣
כֿ צּ ︣Ḯ ︡ צּ ḭ קּךּ ︣Ḯ

協議事項（２）

県 相談受付、市町村との連絡調整、適切な専門機関との連携

市町村 認定クラブに対する調査・改善指導、適切な専門機関との連携、
学校との連絡調整

相談窓口の設置に係る県と市町村の役割

相談窓口の設置について、ご意見等ございましたら、こちらからご回答をお願いしますʻhttps://forms.office.com/r/my0JxDsfp1
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地域クラブ活動相談窓口の設置（イメージ案）

Ọ
ṕ Ṗ

ọṕ + Ṗ

︢ךּ

相談内容

市
町
村
（
運
営
団
体
等
）

תּ

ṇḱ ḱ
ộố

JSPO

ḱ

ךּ ḭ
︡ פּ

︣

︢ךּ
︡

NF

ḭ ḭ ḭ
ḭ ḭּ︢ך

ṏ

相談内容
県
設
置
相
談
窓
口

ṕ Ṗ

ṇ

NF

県
設
置
相
談
窓
口

学
校

対応
情報共有
連携

相談者の希望に応じ、県総括コーディ
ネーターを派遣し、訪問支援を実施

情報共有
連携

ṇ
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地域クラブ活動相談窓口の設置（いじめの場合のイメージ案）

相
談
者

県設置
相談窓口

市町村

専門機関

学校

ḱ

ḱ

地域クラブ

ḱ

ḱ

ḱ

︢ךּ ךּ ḭ
צּ
ḭ ︣ צּ

ḭאל ︠ ṇ
צּ אל ︣Ḯ
כֿ ḭּ︢ך טּ
ḭ地域クラブ、県・市町村、学校ּצ
︣ כֿ צּ ︣Ḯ

ךּ ḭ ḭ
ḱ ḭ ︣ ṇ
ṕ Ṗ ︡ḭ ︣ כֿ
אל ︣ʻ ︢ ḭ

כֿתּ נּ ︣Ḯ

県

市町村

学校
地域

クラブ

いじめ対策に向けて

ḱ ṇ
ḱ ṇ
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相談内容と対応フロー（クラブ内のいじめ）※県に相談が来た場合

ᴂТк˔
対応する
関係機関

ῢˢ ʾЮ˔иˣπ Ϭ ΪʺⱧםḩἰ
ϬПϯзрϽˢ יּ ʾ ϼжУʾἇ
ệσςˣ

ᾉ

ʾ
◕ ρẶ

Ϭ ΰʺϼжУχ︠θϥ Ḛ◕
τẶ ˢ︢ Ṱ τ ˣ

ᾉʾ◕

ᶘ ρẶ ◕ ψ ᵺ Υ∕ βϥᶘ ϒ Ặ ẉ
ό ὀ

◕ ʾᶘ 

ϼжУϒχⱧםᶎ ᵺϼжУϒⱧםᶎ ʾПϯзрϽ ◕

Ṑḩϒχ ПϯзрϽ Ϭ ṐḩϒνσΩ ◕

ᵠ ◙ ʾ™ ♁ ϼжУτ ΰο◙
◕ ʾᶘ ʾϼжУΥ ὀΰο ᴂ

◕ ʾᶘ ʾ
ϼжУˢᾉˣ

Ὣᴮ ⁮ ϒיּ ᴂ ệρὫᴮϬ ⁮ʺ χ₈ῇיּ
χᶨ כ◦

ᾉ
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地域クラブ活動相談窓口の設置
（指導者のパワハラ等不適切事案の場合のイメージ案）

専門機関

ṇḱ ḱ
ộố

JSPO

NF

ḭ
︣ ḭ

￼ Ḯ
︡ ḭ ︣

כֿ נּ Ḯ

認定地域クラブ活動
指導者登録制度

相
談
者

県設置
相談窓口

市町村

専門機関

学校

ḱ

ḱ

地域クラブ

ḱ

ḱ

ṇ
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相談内容と対応フロー（指導者不適切事案）※県に相談が来た場合

ᴂТк˔
ᴂβϥ
ḩἰṐḩ

ϬПϯзрϽˢ Ⱳʾ ʾ ᾠ
ʾὋ σςˣ
τᴂαο Ấˢ ᴝʾЮЯ ˣχ Ϝ

ᶎ

ᾉ

ʾ
◕ ρẶ

ⱧםḩἰϬ ΰʺϼжУχ︠θϥ Ḛ◕
τẶ ˢ︢ Ṱ τ ˣ

ᾉʾ◕

ᶘ ρẶ ◕ ψ ᵺ Υ∕ βϥᶘ ϒ Ặ
ẉό ὀ

◕ ʾᶘ 

ϼжУϒχⱧםᶎ ᵺ ϼжУτ ΰʺⱧםᶎ
ˢ ʿᵺ ◙ ϒχПϯзрϽˣיּ

◕

Ṑḩϒχ ПϯзрϽ Ϭ ṐḩϒνσΩ ◕

ᵠ ◙ ʾ™ ♁ ◙ τיּ σ ΥΚμθ ›ψʺ◙ Τ
ϣᵰβ χ Ϭם☼
χ◙ τיּ ΰʺᾆ ᵓϬם☼

◕ ˢᾉˣ

Ὣᴮ ⁮ ϒיּ ᴂ ệρὫᴮϬ ⁮ʺ χ₈יּ
ῇχᶨ כ◦

ᾉ
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地域クラブ活動相談窓口の設置（イメージ案）
運営団体からの相談の場合

Ṇ
Ṇ
Ṇ ṇ
Ṇộố
Ṇ ṇ
Ṇ

対応方法の例

相
談
者

県設置
相談窓口

市町村

専門機関

ḱ

地域クラブ

ḱ 相談者の希望に応じ、県総括
コーディネーターを派遣し、
訪問支援を実施

①相談受付 相談内容を整理（例：財務・安全・説明責任・人
材・規約等））

県

②対策の案内 ・既存のガイドライン・ひな形・チェックリストを紹介
・県及び市町村の支援制度（補助金・研修）を案内
・運営管理アプリ等の紹介

県

③個別相談 必要に応じて市町村の担当者や企業関係者とつなぎ、
訪問支援・助言等を実施

県
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～多様なスポーツ・文化芸術機会の創出～ スポーツ・文化芸術活動外キング体験会

松本市・松本市教育員会に共催し「まつチャレフェスタ！2025」を開催

学校部活動にあった体験入部や仮入部の機会に代わり、
地域クラブ活動の体験機会の創出を

地域に展開するなら、今までにないスポーツや、子どもたちが触れ合ったことがない新しいものに広げて
もらえるのは、子どもたちの選択肢も増えてすごく良い。

（参加した保護者より）

（剣道は）新聞紙を破ったり、楽しかった。（竹刀は）けっこう重かった。
（参加した子どもより）

事例発表（１）

・まつチャレ団体 計１１団体
・県競技団体・アーバンスポーツ信州他 計７団体
・800人に参加者を得る

╔ ≠ ╢
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Ẇ ḭṡ ṇ ḱ Ṣ ḭ
ṡ地域の新たな絆づくりṢ ṡ新たなまちづくりṢ ︡ ệ ễ
Ẇṡすべての子どもたちにスポーツ・文化芸術活動ができる環境を保障するṢ ḭ

ỉ 18の専門部 ḭ1,072名のクラブ員ּצ

ḱ
ḱ ḭ ḭּף נּ
ḭ

︡ḭ ︣ אל︡ Ḯלּ
צּ פּ ךּ ḭ שּ ṡלּ ךּ

Ṣ ךּ Ḯ

11 ḱ 9 פּ
ḭ ṇ ṇ טּ ︡ ḭ שּ

ךּ Ḯ

ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ ḭ
5 ể ḭ
︡ ךּ Ḯ

千曲坂城クラブの取組事例事例発表（２） ※紙面のみ
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上田第四中学校の取組事例 ～生徒と語る会～

上田市立第四中学校の部活動の地域展開を推進する「第四中学校文化スポーツ部活動推進委員会」は８月４日に各部活動
の代１、２年生代表生徒から直接意見を聞く「生徒と語る会」を開催。
同校では推進委員会が外部指導者を確保し、令和６年度から休日の地域展開を進めており、令和８年度からは平日の地域展
開を進めるに当たり、活動の主人公である生徒の声を今後に役立てようとしている。

指導者は従来どおりが
良い

活動場所はこれまでと同
じ場所で継続してほしい

ユニフォームやチーム名に
四中の名前を残してほし

い

外部コーチと先生の言う
ことが違うことがないよう

にしてほしい

新入生と一緒に練習で
きるようにしてほしい

活動場所は自転車で通
える範囲にしてほしい

専門の指導者に指導し
てのらえるので楽しみ

放課後に今まで通りの
練習ができるのか不安

Student first の精神

事例発表（３） ※紙面のみ
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ᾉ Ɫ

その他（１）
県中体連大会等の運営・組織のあり方について
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50

ᾉ

◕

◕

ᾉ ᵓ

ׇ

ᾉ

ᴨṗ͍͍ẵṪʹ ṗ͎ẵṪˢׄ ḯϚˣᵫ℗

͍ʹ ӽ ᵫρ ˢ ʾ ׇʾᾉ ᵓˣχᾋ ΰ

ІЪ˔Б

R7 ͓Ὦ ᶨ χ ᵔ

ᵓ

ӽ ᵫ

͒ ͓ ͔

R7 ͔˙͍͌Ὦ₇Ẉ χ ӽ ᵫḁ

ᴨṗ͍͒ẵṪʹ ṗ͐ẵṪˢׄ ḯϚˣᵫ℗

ׇ ỵ ʾᴏ ⁯ ựṕˢ͒ ˣ ◌⁯

ᵓχᾋ ΰ

χᾋ ΰ

χᾋ ΰ

ᵓχᾋ ΰ

ᵓϬ ♁βϥẵṪχẵṪ Ϭᵔ╩βϥ χᾋ ΰ

͍͌ ͍͍ ͍͎ ͍͏

ᵠᶗ ṍḧ ᶨ ˮ ṍ˯ᵠᶗם“ṍḧ

͕

Ẉ χᶨ Ϭ ӽτ ᵫ

Ẉ ᶨ χ ᵬ σ ᵫ
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その他（２）
中学校部活動の地域展開フォーラムの開催について

ḵ

内 容 ■本県の情報提供「本県の施策と進捗状況

長野県教育委員会事務局保健厚生課学校体育係長 出口 哲朗

■基調講演「部活動の地域展開における地域の未来（仮）」

環太平洋大学体育学部 教授 友添 秀則 氏

■パネルディスカッションテーマ「子どもをトコトン真ん中においた部活動の地域展開」

パネラー 金沢星稜大学人間科学部 専任講師 西村 貴之 氏

一般社団法人スポーツリンク白川クラブマネージャー渡辺 靖代 氏

千曲市教育委員会 教育総務課 指導主事 山根 義夫 氏

モデレーター長野県教育委員会事務局 教育次長 松本 順子 氏 56



その他（３）

57


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57

